
   

 
  平成１９年１２月１７日

各　　　位

会社名　　長谷川香料株式会社

代表者名　取締役社長　長谷川　徳二郎

（コード番号　４９５８　東証第１部）

問合せ先　取締役兼専務執行役員　福島　稔

（ＴＥＬ．０３－３２４１－１１５１）

（訂正）決算短信の一部訂正に関するお知らせ

　平成19年11月21日に公表いたしました「平成19年９月期　決算短信」に一部誤りがありましたので、

下記のとおり訂正いたします。なお、訂正箇所には下線を付しております。

記

１.　　21頁　注記事項

（連結損益計算書関係）

 （訂正前）

前連結会計年度
（自　平成17年10月１日
至　平成18年９月30日）

当連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

（省略） ※１．売上原価に含まれる棚卸資産に関する低価法による

評価減額は、149百万円であります。

 （訂正後）

前連結会計年度
（自　平成17年10月１日
至　平成18年９月30日）

当連結会計年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

（省略） ※１．売上原価に含まれる棚卸資産に関する低価法による

評価減額は、153百万円であります。
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２.　　22頁　注記事項

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　平成17年10月１日至　平成18年９月30日） 

３. 新株予約権に関する事項

 （訂正前）

平成15年９月２日取締役会決議分

目的となる株式の種類 普通株式

目的となる株式の数 2,287,741株

 （訂正後）

平成15年９月２日取締役会決議分

目的となる株式の種類 普通株式

目的となる株式の数 2,961,290株

 

３.　　23頁　注記事項

（連結株主資本等変動計算書関係）

当連結会計年度（自　平成18年10月１日至　平成19年９月30日）  

 ３. 新株予約権に関する事項

 （訂正前）

 

平成15年９月２日取締役会決議分

目的となる株式の種類 普通株式

目的となる株式の数 2,793,945株

 （訂正後）

平成15年９月２日取締役会決議分

目的となる株式の種類 普通株式

目的となる株式の数 2,287,741株
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４.　　30頁　（セグメント情報）

ｂ．所在地別セグメント情報

 （訂正前）

 当連結会計年度（自平成18年10月１日　至平成19年９月30日）  

日本
（百万円）

 その他の地域

（百万円）
計

（百万円）
消去又は全社

（百万円）
連結

（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益      

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 45,032 5,034 50,066 － 50,066

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
922 187 1,110 (1,110) －

計 45,955 5,221 51,177 (1,110) 50,066

 営業費用 40,076 4,609 44,686 (1,127) 43,558

 営業利益 5,878 611 6,490 17 6,508

Ⅱ　資産 75,213 8,105 83,319 691 84,010

　（注）１.国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２.当連結会計年度の資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、6,905百万円であり、

その主なものは、当社の余資運用資金（預金及び有価証券等）であります。

 

 （訂正後）

 当連結会計年度（自平成18年10月１日　至平成19年９月30日）  

日本
（百万円）

 その他の地域

（百万円）
計

（百万円）
消去又は全社

（百万円）
連結

（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益      

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 45,032 5,034 50,066 － 50,066

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
922 187 1,110 (1,110) －

計 45,955 5,221 51,177 (1,110) 50,066

 営業費用 40,076 4,609 44,686 (1,127) 43,558

 営業利益 5,878 611 6,490 17 6,508

Ⅱ　資産 64,791 8,105 72,897 11,113 84,010

　（注）１.国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２.本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

その他の地域・・・・・・・・アジア、北米、欧州、オセアニア他

３.当連結会計年度の資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、17,327百万円であり、

その主なものは、当社の余資運用資金及び長期投資資金であります。
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５.　　47頁　表示方法の変更

 （訂正前）

前事業年度
（自　平成17年10月１日
至　平成18年９月30日）

当事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

 

（省略）

 （連結損益計算書）

（省略）

 （訂正後）

前事業年度
（自　平成17年10月１日
至　平成18年９月30日）

当事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

 

（省略）

 （損益計算書）

（省略）

 

６.　　49頁　注記事項

（損益計算書関係）

 （訂正前）

前事業年度
（自　平成17年10月１日
至　平成18年９月30日）

当事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

（省略） ※５.　低価法による商品評価損

    0百万円

 （訂正後）

前事業年度
（自　平成17年10月１日
至　平成18年９月30日）

当事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

（省略） ※５.　低価法による商品評価損

    5百万円

 以上
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